
回数 月日 曜日 時限 区分 担当者 所属

1・2 1/10 火 1・2

3・4 1/11 水 1・2

5・6 1/12 木 1・2

7・8 1/13 金 1・2

9・10 1/14 土 1・2

11・12 1/16 月 1・2

13・14 1/17 火 1・2

15・16
17・18

1/25 水 1～4 実習

19・20
21・22

1/26 木 1～4 実習

23・24
25・26

1/27 金 1～4 実習

27・28
29・30

1/30 月 1～4 実習

31・32
33・34

1/31 火 1～4 実習

35・36
37・38

2/1 水 1～4 実習

39・40
41・42

2/2 木 1～4 実習

43・44
45・46

2/3 金 1～4 実習

47・48
49・50

2/6 月 1～4 実習

51・52
53・54

2/7 火 1～4 実習

55・56
57・58

2/8 水 1～4 実習

59・60
61・62

2/9 木 1～4 実習

63・64
65・66

2/10 金 1～4 実習

67・68
69・70

2/13 月 1～4 実習

71・72
73・74

2/14 火 1～4 実習

75・76
77・78

2/15 水 1～4 実習

2/18 土 1～4

副責任者
３学期
開講学期

コース名

岡　三喜男
科目責任者
臨床実習Ⅳ
ユニット科目名

中田　昌男、井上　和彦

授業内容 コアカリ項目

E-2

E-2

対象学年
4

診療に必要な基本的知識、技能、態度を身につける。

１．医療面接から身体診察までの診療技能を学ぶ。
２．採血を初めとして、臨床検査の手技と方法を学ぶ。
３．超音波検査を含む画像診断の手技、方法、読影を学ぶ。
４．縫合などの外科的手技や救急蘇生術を学ぶ。

コアカリ参照

E-2

授業計画

合同実習・ＯＳＣＥ

合同実習・ＯＳＣＥ

評価方法

教科書

共用試験ＯＳＣＥ（本実習の無断欠席者は、受験資格なし）

古屋伸之（編集）：診察と手技がみえる１（第2版）、メデイックメデア、東京、2007

参考書

臨床実習開始前の「共用試験」、共用試験実施評価機構（ＣＡＴＯ）

共用試験ＯＳＣＥ(案)

ビデオ学習

合同実習・ＯＳＣＥ

合同実習・ＯＳＣＥ

コアカリ項目

E-2

全体資料
無

一般学習目標(G.I.O)

個別的行動目標(S.B.O)

コアカリ項目

ビデオ学習

ビデオ学習

ビデオ学習

ビデオ学習

ビデオ学習

ビデオ学習

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2

合同実習・ＯＳＣＥ E-2



診察手技については、学内ホームページ（http://medstd.kawasaki-m.ac.jp/osce）を繰り返し見ておくこと。

担当教員からのメッセージ

準備学習等

予習して実習に望むこと。　各実習では出欠をとり、無断欠席者は共用試験ＯＳＣＥを受験することができない。


